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本研究は中学生を対象に，水泳の授業における学習方略の因子構造と自己効力感の関係を検討する

ために計画された。教授方略と学習方略は表裏一体をなすものであると考え，現在行われている「め

あて学習」を中核にした，２７の質問項目を設定した。因子分析の結果，７因子が抽出され，６因子ま

で解釈を行った。第１因子から順に，１）めあて学習方略，２）運動感覚情報方略，３）補助情報方

略，４）分習方略，５）集中方略，６）他者依存方略である。授業前後の学習方略と自己効力感の間

には異なった関係が認められた。

I．はじめに めに行う方法を運動の学習方略と呼んで区別す

る。具体的には，バレーボールのオーパーパス

やアンダーハンドパスの効率的なパスの仕方，

やり方を学習するための方法を学習方略と呼ぶ

ことにする。簡単にいえば，どのような仕方で

勉強をするかという「学習方略」である。

本邦における学習方略に関する研究は，英語

や理科外国語などを中心に行われており（堀野・

市川1997,谷島・新井1996，伊藤1996），

運動学習に関連した研究は見あたらない。

２１世紀を視座し，今，新しい学習指導要領の

改訂が行われようとしている。改訂においては，

これまで以上に学習者の自主性・自発性が強調

され，自らの力で課題が解決できる性きる力”

を育てることが重要視される。寺西（1998）は

これからの教育について，「その子どもの成長

という大きなステージを展望した学習が展開で

運動学習においては，その運動独自の運動課

題を達成するために，それぞれの運動の仕方，

やり方がある。それは一般に運動技術と呼ばれ，

ある一定の運動課題を効果的に遂行するための

合理的な身体操作の系列，すなわち，運動過程

のことであり，ある運動課題に対する合目的，

経済的な運動の実施法・運動課題の解決法，客

観的知識である。それに対して，運動技術が個

人の学習によって内面化され，身についた状態

を運動技能と呼んで区別している（松田1979)。

運動技術は認知心理学における手続的知識に相

当し，この手続的知識の獲得のために学習・練

習がなされる。本研究においては，運動教材と

して行う，ある運動課題を達成するための効率

的な運動の仕方，やり方と，それを習得するた
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きる“自ら学び，自ら考える'，という“生きる

力”の育成の場へと転換することが求められ，

“基礎，基本”の学力も‘`その子の学び,，の文

脈で考えることが必要である。」としている。

すなわち，「自己形成モデル」への転換である。

以上の文脈から，教師の教授方略と表裏一体を

なす学習者の学習方法すなわち学習方略につい

て考えることが，これから重要になってくるこ

とを示唆している。特に，教授方略，学習方略

が，学習段階において異なることが予想される

ことから，学習者を支援する立場の者はそのこ

とに注目し，時には学習方略を直接指導する必

要性もあると考える（堀野，市川1997）。

現行の指導要領においても，子どもの自主性，

自発性，あるいは子どもの内発的動機を重視し，

自己学習力・自己教育力の育成が強調され，学

び方の学習が重視される。そのため，「めあて

学習」が展開されているが，めあて学習がどの

ように機能しているかを検証するためにも，学

習方略について研究する必要があると考える。

ここで運動の学習方略の研究を進めるに当たっ

て，運動学習全般における学習方略を問題にす

るのではなく，運動学習領域の中で特に水泳教

材に焦点を当て，水泳の学習時における学習方

略の因子構造を明らかにすることを目的とする。

水泳教材を選んだ理由は，自己効力感の研究で

も採用されているように（礒貝1993,奥平

1995），水泳が学習時間内に，泳法（クロール，

平泳ぎ等），泳力（距離，時間）などからその

進歩・効果を具体的に見ることができるからで

ある。

ここで，本研究の学習方略のとらえ方を質問

項目との関連で示すと，教授一学習課程におい

ては，「教授方略」と「学習方略」が一体となっ

て展開され，学習者は，２つの方略の相互作用

の中で，学習を成立させていると考える。そこ

で，現在学校教育の中で行われている「めあて

学習」およびスポーツ行動において重要と考え

られている「目標設定」（礒貝1998）を中核

にし，学習者が行う一連の活動を運動学習方略

の一つと捉えた。これらは（１）自己調整学習

(self-regulatedlearning）と呼ばれ（辰野

1997），具体的には「めあて学習」において実

践されるグループノート，個人ノートに記入さ

れるめあての設定，分析，評価など，一連の活

動の効果を見るための質問項目を設置する。

（２）運動学習特有の運動感覚的学習と関連し

た質問項目を設置する。（３）集中法や分習法

などの運動学習の方法に関連した質問を設置す

る。（４）学習の方法がわからないことも方略

の１つとして設置する。さらに，学習方略の特

性を吟味するために，次の項目を取り上げる。

学習の結果を運動技能の変化として泳力（クロー

ル，平泳ぎ，背泳ぎ，バタフライの距離）につ

いて事前・事後調査を行う。また，従来の学習

方略の研究を参考に（Zimmerman,ＢＪ.,＆

Martinez-Pons,Ｍ1990,Pintrich,Ｐ.Ｒ､,＆Ｄｅ

ＧｒｏｏｔＥ.Ｖ、1990)，自己効力感，動機づけと

関連する水泳の好き嫌い，得意度，達成感，取

り組み度を取りあげる。分析は，泳力，自己効

力感，好き嫌い，得意度，達成感，取り組みを

目的変数とし，学習方略で抽出された因子を説

明変数として相関分析を行い，事前・事後の学

習方略との関連について吟味する。本分析は時

系列的研究につながるものとして意味をもつも

のと考える。

以上の考えを基に，本研究の目的は以下の通

りである。

第１の目的は,事前・事後調査で得られたデー

タを分析することによって，水泳の実践効果を

明らかにすることである。具体的には，泳力，

自己効力感（水泳，運動一般），好嫌,得意度，

達成感，授業の取り組みについての事前・事後

の変化量を分析する。

第２の研究目的は，水泳の授業時における学

習方略の因子構造および授業前後の学習方略と

自己効力感などの関係について明らかにするこ

とである。
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Ⅱ、授業実践と調査方法 でねらいを設定し，学習計画を立てても良いと

した。また，着衣水泳は共通課題として，教師

主導で一斉授業で行った。

３）授業の流れ

授業では，準備運動から最後のグループ・ミー

ティングまで，グループ単位で活動した。

1．授業実践の概要

《異学年合同学級での水泳》

期間６月６曰～７月17曰

１）オリエンテーション・グルーピング

２．３年女子の合同学級をつくり，グループ

での学習活動を展開した。

オリエンテーションでは，水泳の特性，学習

のねらいとみちすじ，場の工夫例，展開等を説

明し，グルーピングに入った。グループは，２．

３年生数名づつで－つのグループを編成させた｡

グループ編成は，最初に行った泳力調査の結果

を参考にさせたが，人数配分以外の制約はせず，

生徒の主体性にまかせ編成させた。グループ内

の役割分担では，キャプテンを３年生，副キャ

プテンを２年生とし，記録係りやコーチは特に

指定せず，グループ内できめさせた。

２）学習計画会

単元の３時間目に学習計画会を設定し，４時

間目以降の約７時間の計画を立てさせた。学習

の計画会に関して，２年生は，選択教科の体育

の授業で，３年生は，陸上競技の種目選択の授

業の中で経験している。計画会では，泳法の課

題はクロール，平泳ぎ，バタフライ，背泳ぎ，

その他の中から選択させ，各種の時間配分など

は指定せず，グループ内の話し合いにより選択

させ，計画の中に反映させるようにした。また，

計画を立てるときの留意点として，次の点を強

調した。

①水泳の得意な生徒と不得意な生徒が一緒

に活動できるように工夫をすること。

②時間配分や場の工夫も意識して計画する

こと。

資料は，時間計画例，体育実技の教科書を主

に使用し，ビデオ教材も紹介した。グループに

よっては，メンバー全員で分担し計画を立てた

グループもあった。このとき，時間計画例のね

らい１やねらい２は，参考程度にさせ，自分達

表１．水泳授業の流れ

①ウォーミングアップ

（各グループごと）

②全体ミーティング

・諸注意

③グループミーティング

・練習計画確認

・各自のめあて設定

④グループ活動

・各グループの計画表にそって練習や測

定

・教師は，泳げない生徒の指導各グルー

プ観察，見学生指導

⑤グループミーティング

・反省，次時のめあての設定

⑥全体ミーティング

教師は次の点に留意しながら授業を進めた。

①グループ・ミーティングで話し合い活動

が活発に行われているか。

②各グループや個人のめあてが立てられて

いるか。

③お互いに協力して学習活動が行われてい

るか。

活動は，各グループの計画に沿って進めらね

教師は泳げない生徒の指導を中心に，各グルー

プへの指導を行った。

４）評価活動

活動後は，グループ・ミーティングの中でチー

ム評価をし，グループノートに記入。チーム評

価の項目は，次の５項目である。

①全員が精一杯運動したか。
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②全員が技や力を伸ばせたか。

③グループで共に学ぶ場面や雰囲気があっ

たか。

④グループで仲良く学習できたか。

⑤楽しかったか。

また，個人のめあての評価は個人カードに記

入させた。泳いだ距離は自己申告とし，他の評

価項目と共に個人カードに記入させた。授業内

では個人の記入時間がないため，各教室に持ち

帰って記入させた。その後，提出させた。

時間計画（例）は表２に示す通りである。

表２．時間計画例種目〈水泳〉

１１．１２１３１４

2．調査方法 １）事前調査

（Ａ）フェースシート

①スイミングスクールの過去経験年数②水

泳の好嫌③水泳の得意度④現在の泳力（ク

ロール，平泳ぎ，背泳ぎ，バタフライ）

（Ｂ）自己効力感尺度

①水泳に対する自己効力感（練習すれば，２５

ｍは泳げると思います，など５項目）。②運動

一般に対する自己効力感（その気になれば，た

対象：琉球大学教育学部附属中学校２年生，

３年生女子生徒160人を対象とした。

調査時期：授業実践に入る１週間前と実践最

終の週にアンケート調査を２回行っ

た。

1998年６月初旬と７月中旬である。

調査内容

－１８－
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会

● 集合，準備運動，出席点検

｡本時の学習の確認

･安全面の注意

ねらい１ ねらい２

いろいろな泳法

に挑戦して力を

確かめ，上手に

する泳法とでき

るようにする泳

法を決める

･整理運動

･学習のまとめ

①グループノートの記入

②自己評価カードの記入

･次時の学習の確認

･用具やコースの整理

泳
力
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背
泳
ぎ
・
ク
ロ
ー
ル
・
バ
タ
フ
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いていの運動はうまくなると思います，など５

項目）。フェースシートを含め，上記６つの質

問は，学習の進歩・効果を見ることと，学習方

略との関係を分析するために設定された。

（Ｃ）学習方略尺度

研究目的で述べたような考えに基づき，次の

ような質問項目を作成した。めあて学習より①

目標設定「練習毎に，自分なりのめあてを持っ

て練習します」など。②計画「きちんと計画を

立てて練習します」など。③反省「練習の後，

きちんと反省し，次の練習に生かします」など。

運動学習における特有な要因として④反復練習

｢何回も何回もくり返し練習します」など。⑤

イメージ「泳いでいる時のフォームや感覚をイ

メージしながら練習します」など。⑥運動感覚

的練習「先生や友達にコツを聞きます」など。

⑦補助手段「うまい人のまねをします」など。

⑧分習「手と足の動きを別々に分けて，練習し

ます」など。⑨方略なし「どんな練習をしてい

いかわかりません」など。以上９因子それぞれ

３項目から構成され，合計27項目からなる学習

方略に関する質問を作成した（表５を参照)。

Ⅲ結果と考察

1．基本統計量から見た授業実践の効果

運動学習に於ける学習方略に関連する研究と

して，今回中学生の水泳学習を取り上げた。そ

こで，今回の授業を通して学習効果がどのよう

に見られたか，はじめにその基本統計量を分析

することによって，運動の学習方略を考える上

で，基本的な情報を得ることにする。

１）泳力の変化

本研究の対象者が，２年生，３年生の女子生

徒であったことから，はじめに，学年差の検討

がなされた。ｔ検定の結果，泳力，自己効力感

など全ての要因において学年差が認められなかっ

たので，以後の分析は学年をプールにして行っ

た。

水泳の過去経験として，スイミング・スクー

ルや運動部員の経験があるかどうか質問したと

ころ，経験なし43人（31.4％），１年未満34人

(24.8％），２年未満22人（16.1％），３年未

満13人（9.5％），３年以上25人（18.2％）で

あった。このことは，過去に７割の生徒がスイ

ミングスクールなどで水泳の指導を受けた経験

があることを示している。

表３には，調査表での５段階に分けた経験年

数の，それぞれに対する泳力の程度を合わせて

示してある。表から分かるように，学習前にス

イミングスクールの経験の程度がクロール，平

泳ぎいずれの泳力にも現れており，また，それ

がそのまま学習後の泳力となっていることが注

目される。しかし，その経験の程度がクロール

と平泳ぎに違いがあり，クロールは経験の程度

に応じて泳力に差が認められている。それに反

して平泳ぎは，経験なしの方が経験１年未満よ

りも泳力があり，スイミングスクールと学校教

育における初心者指導が，一方はクロールから

もう一方は平泳ぎから入る傾向があることを示

しているものと思われる。表に示してあるクロー

ルと平泳ぎについて，経験年数間の違いIこよっ

２）事後調査

（Ａ）フェースシート

①水泳の好嫌②水泳の得意度③授業の取

り組み④目標の達成感⑤現在の泳力（クロー

ル，平泳ぎ，背泳ぎ，バタフライ）

（Ｂ）自己効力感尺度

①水泳に対する自己効力感②運動一般に対

する自己効力感

（Ｃ）学習方略尺度

事前調査の因子分析に基づき，新たに作成さ

れた尺度による。ただし語尾の表現は，行われ

た授業実践に関することであるので「…行った」

など，過去形に変えた。
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表３．スイミング経験年数別に見た，種目別，授業前，後の泳力の変化（距離）

経験年数授業前クロール授業後クロール授業前平泳ぎ授業後平泳ぎ

なし

０－１年

１－２年

２－３年

３年以上

平均

Ｆ検定結果

前後の相関

２６．７ｍ 48.68ｍ

29.76ｍ 51.24ｍ

46.36ｍ 81.45ｍ

78.08ｍ 83.36ｍ

166.00ｍ ２０８．００

61.05ｍ ８７．５５，

Ｆ＝9.81… Ｆ＝10.15車掌

ｒ＝０．８０４…

５０．１８ｍ 108.57ｍ

28.08ｍ 52.96ｍ

56.31ｍ 95.22ｍ

１００．００ｍ 156.81ｍ

222.00ｍ 272.80ｍ

81.63ｍ 127.43,

Ｆ＝5.99… Ｆ＝７．１９…

ｒ＝0.591…

…p＜0.01

て泳力に差が見られるかを，それぞれ授業前と

授業後について１要因の分散分析を行った。そ

の結果１％水準で有意な差が認められた（左か

ら順に，Ｆ＝9.81,.f＝4,132,Ｆ＝10.15,.f＝

4,128,Ｆ＝５．９９，．f＝4,131,Ｆ＝７．１９，．f＝

4,128)。また授業前と授業後について，対応の

あるｔ検定を行った結果は，クロール，平泳ぎ

いずれも１％水準で有意な差が認められ授業の

効果が示された（クロールt＝4.17,.f＝133,

平泳ぎt＝3.94,.f＝133）。なお，背泳とバタ

フライの平均泳力は，授業前，授業後それぞれ

23.87ｍと29.77,,7.47ｍと8.73ｍであり，統計

的に有意な進歩は認められなかった。このこと

｛よ，生徒が主として練習した種目は，クロール

と平泳ぎであったことを示している。さらに，

授業前と授業後の相関は，クロールが0.804,

平泳ぎが0.591で，１％水準で技能と技能間に

有意な相関があることが分かる。

２）水泳の授業実践に伴う水泳に対する心理

的意識の変化

①自己効力感

ここでは，水泳の授業実践によって水泳の自

己効力感の変動およびそのことが運動一般にも

股化したか，の検討がなされた。

表４には，授業前と後の水泳と運動一般に対

表４．授業実践に伴う，水泳と運動一般自己効力感平均値の比較

授業前水泳授業後水泳授業前運動一般授業後運動一般

平均値

ＳＤ（Ｎ－１）

前後比較

20.53

２．９９

ｔ＝５．１５’わ｡

２１．８１

２．５８

．f＝132

18.23

３．３９

ｔ＝3.27,“

１９．０７

３．２７

．f＝132

､率p＜0.01

する自己効力感の平均値が示されている。調査

項目はいずれも５段階評価で５項目から構成さ

れており，得点の分布は５点から25点の範囲で

ある。平均得点が20点を越えていることは，今

回の対象群の水泳に対する自己効力感はかなり

高いと考えられる。水泳と運動一般の学習前・

後における変化を見るために，対応のあるｔ検

定を行った結果，ともに１％水準で有意な差が

見られている（水泳：ｔ＝5.15,.f＝132,運動

一般：ｔ＝3.27,.f＝132）。この結果は，今回

の授業が水泳の自己効力感を高めたばかりでな

く，運動一般の自己効力感の向上にも影響して

おり，授業の効果が十分あったことを示すもの

であった。大学生を対象に，水泳を題材にした
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学習の前後における自己効力感の般化を見た奥

平（1995）の研究において，本研究と同様に水

泳に対する自己効力感が向上し，状態不安の低

下に影響が見られている。さらに，プールの水

泳実習から2.7kmの遠泳が行われた臨海合宿研

修に参加した群は，一般性自己効力感の向上と

特性不安の低下も確認されている。礒貝

(1993）の成人を対象とした２ヶ月間の水泳プ

ログラムの３次元における自己効力感の変化は，

水泳の自己効力感のみ変化し，身体的な自己効

力感と一般的自己効力感には変化は見られなかっ

た。しかし，専心性の程度から見た場合，高専

心性の群は有意に水泳，身体，一般的自己効力

感に向上が認められている。

このように水泳は，教材の特性と指導法や専

心の程度が相まって，水泳，運動一般に対する

ポジティブな般化が期待されるものであると考

えられる。

方向に変化が認められていた（ｐ＜0.075)。こ

のことは，水泳を好きにすることよりも，得意

にすることの方が難しいことを示している。

以上，基本統計量の泳力と意識の変化から，

本授業実践の効果について見てきた。その結果

は，いずれの項目とも良好な方向に変化が認め

られ，学習が良好であったものと解釈される。

一方，クロール，平泳ぎに見られるように，泳

力が学校外のスイミングスクールなど，過去経

験にも依存しており，運動学習が，過去経験と

の横の転移の連続であると言うこともできよう。

③生徒の反省・感想，３年生より抜粋

◎水泳では班長だったけど，うまく話しを

まとめることができなかった。陸上では，

普段の運動不足のせいだと思うけど，あま

りうまくできなかった。練習の計画が不十

分な競技もあったので，これから２学期で，

なおしていけるようにしたい。

◎私はあまり運動が得意じゃないし，とく

に，水泳はあまり泳げないから，大丈夫か

なと心配だったけど，泳げる人がていねい

に教えてくれたり，たのしかったです。２

学期もできないのとか，苦手なものがある

と思うけど，それでもできるようになるた

め頑張ります。

◎１学期は水泳で，みのりが多かったと思

います。２年生とも協力してグループ学習

ができたのがうれしかったです。リレーや

陸上でも，少しではありますが，技や力を

伸ばすことができてよかったです。

◎私は体育が苦手な方で，どの授業をやる

にしても，やっぱり始まる前は“いやだな－，,

っていうのがありました。陸上，リレー，

水泳すべてにそういうのがあったけど，やっ

ぱりどれもやっていたら楽しいものばかり

だなと思いました。記録がのびる楽しさも

あり，みんなで協力する楽しさもあり，お

よげないのも泳げるようになったり，今ま

でやらなかった時間がもったいないと思い

ました。

②授業の取り組みと達成感

授業に対する取り組み度と達成感を，５段階

評価で調査を行った。取り組みは，「だいたい

良かった」と「よかった」を合計すると，７０３７

％で，取り組みを専心性と置き換えれば，７０％

の者が，大方専心していたと言えよう。取り組

みの悪かったと捉えている者は，９％見られた。

一方達成感は，達成できたと思っている者が

38％で，達成できなかったとする者が25％見ら

れる。厳しく評価していると見るべきか，目標

が高かつたかのどちらかであろう。取り組みと

達成感とはr＝045の相関が見られ，取り組み

と達成感が相関することを示していた。なお，

取り組み，達成感と授業後の水泳に対する自己

効力感との間に１％水準の有意な低い相関が見

られ，相関係数はそれぞれr＝0.18,ｒ＝0.17で

あった。このことは，水泳の授業に専心的（取

り組み）で達成感のある者は，水泳に対する効

力感とも関連が見られる。

同時に調査した水泳の好き嫌いと得意度の結

果は，好き嫌いが５％水準で有意に好きな方に

変化し，得意度は有意ではないが同様に得意の
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しかも第２因子は，「先生が言ったとおり練習

します」「うまい人のまねをします」と言う項

目に見られるように，学習の初期に見られる運

動感覚学習と思われる。そこで第２因子は「運

動感覚情報方略」とした。

第３因子は，項目22と13に見られるように，

テレビ，ビデオ，雑誌などを通した，付加的な

補助情報を用いた方略と考えることができ，

｢補助情報方略」と命名した。

第４因子は，上手くいかなった理由を考え，

できないところだけを重点的に練習するものと

解釈され「分習方略」と命名された。ここでは

出来ないところを中心に練習が行われるが，こ

れに対して第５因子は，上手い人の泳ぎを思い

浮かべながら，納得するまで練習する，質の高

いところを集中的に追求するものと考え「集中

方略」と命名された。

第６因子の項目９，１８は特別に方略を持つこ

となく，何となく，先生に言われるので運動を

している状態を想定して上げた項目であり，そ

れに「友達に補助してもらいます」が加わって

いるので，因子名は「他者依存方略」と命名し

た。

以上，得られた６因子の信頼性を検討するた

めに，事後調査を行った。事前調査は表５に示

したように「…します」と書かれているが，事

後調査では「…行った」というように過去形で

示した。その結果，得られた相関係数は，第１

因子から順にr＝0.390,0.367,0.464,0.323，

0.327,0.304であり，いずれの因子も１％水準

で有意であった。係数は，必ずしも高いもので

はないが，事前・事後調査の間隔が約２ケ月で

あったことを考慮すれば，信頼性は確認できた

ものと考える。学習方略は変化しにくいと言わ

れているが（堀野・市川1997），運動学習に

おいて教授方略が異なれば連動して学習方略も

変化するであろうし，また，技能水準の変化に

よっても方略も変化するものと考えられ，中程

度の相関でも十分信頼出来るものと推察される。

２，水泳の授業における学習方略の因子構造

とその特性

１）因子構造

本研究の第２の目的は，水泳運動における学

習方略の因子構造を明らかにすることであった。

項目の作成に当たっては，方法のところで述べ

たように，現在教授方略として行われているめ

あて学習を中心に，９つの要因それぞれ３項目，

合計27項目からなる質問項目を作成した。

調査は，事前調査として水泳実習１週間前に

行い，「あなたは，水泳がうまくなるためにど

のようなやり方で練習しますか。」と質問し，

27項目について５段階で回答を求めた。調査結

果得られたデータを，統計解析SPSS61を用い

て因子分析を行った。因子分析における共通性

の初期値の設定方法は，全て１を適用する方法

により行い，バリマックス回転を施した。第１

回目の解析では９要因の質問項目から作成され

ていたので，９因子まで抽出した。固有値１以

上を基準にすると７因子まで抽出することがで

きたので，２回目の因子分析は，７因子抽出に

よって行った。その結果が表５に示してある。

表５は，因子負荷量0.4以上についてのみ示し

た。項目16と23は，どの因子にも04以上の因

子負荷量を示さなかった項目である。また，項

目６，１，１２は，２つの因子に0.4以上の因子

負荷量を示していたので，因子の解釈から除か

れた。以上の結果に基づく因子の解釈は次の通

りである。

第１因子は，目標，課題，計画，反省が一体

となっており，自己調整学習と捉えることもで

きるが，より現実的に学校で行っているめあて

学習をそのまま生かして「めあて学習方略」と

命名した。以上第１因子は，項目６を除き，６

項目から構成される。これらの項目は，具体的

な技能と直結した方略と言うより，学習全般に

関わる方略と捉えることができる。

第２因子は第１因子と異なり，より具体的な

方略を示している。イメージ，コツ，想起など，

運動学習特有の運動感覚に訴えた学習である。
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表５．水泳の授業における学習方略の因子分析：回転後の因子負荷量

Ｆ１？Ｆ２Ｆ３Ｆ４Ｆ５Ｆ６Ｆ７

２９０８７７４５１４８４４４０

２９０３７８４５１５０２５５０５９４６３４

↑Ｆ１＝めあて学習方略Ｆ２＝運動感覚情報方略Ｆ３＝補助情報方略Ｆ４＝分習方略Ｆ５＝集中方略

Ｆ６＝他者依存方略

表には示してないが，因子間相互の相関を見

ると，第１因子から第５因子までの間には，

0.3～0.5の有意な相関が見られるが，第６因子

とは相関は見られず，方略が大きく２つに分類

することができると推察された。そこで，因子

分析によって得られた６因子について，それぞ

れの因子の合計得点をもとに再度因子分析を行っ

たところ，２因子を抽出することができた。因

子分析における共通性の初期値の設定方法は全

て１を適用して行った。その結果第１因子には，

めあて学習方略，運動感覚情報方略，補助情報

方略，分習方略，集中方略がまとなり，第２因

子は他者依存方略が単独で構成していた。以上

の結果は，今回の学習方略が大きく２つから構

成されており，１つは，自己調整的学習方略と

命名することができるであろうし，もう一方は，

他者依存的学習方略と命名することができるで

あろう。後者の他者依存的方略は,運動やスポー

ツが潜在的に内発的要因，運動の楽しさ要因を

もっている故に，そのことに隠れて見落とされ

忘れがちである。

なお，第１因子の寄与率は37.3％，第２因子

－２３－

項目 Ｆ１ １ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ Ｆ７

24．練習ごとに，自分なりのめあてをもって練習します。
7．きちんと計画を立てて練習します。

15．その日の練習には課題をもって望みます。

８．練習後，きちんと反省し次の練習に生かします。

25．練習の内容を自分で考えて練習します｡

26．練習後，練習方法がよかったかどうか考えます。

6．はっきりした目標を持って練習します。

11．先生や友達が言ったことを思い浮かべながら練習します。

2．泳いでいるときのフォームや感覚をイメージします。
3．先生や友達にコツを聞きます。

10.体が泳ぎをおぼえるまでたくさん泳ぎます。

27．先生の言ったとおり練習します。
4．うまい人のまねをして練習します。

1．何回も何回もくり返し練習します。

12．友達に悪いところを見てもらいます。

5．手と足の動きを別々に分けて練習します。

22．テレビやビデオで水泳選手の泳ぎを見て練習します。
13.本や雑誌などで泳ぎ方を調べます。

￣￣￣■￣■￣￣￣■￣￣￣申一■￣￣⑤￣￣￣d■■￣■￣￣￣￣□■Ｃ￣●●￣･‐■●￣￣●●ロー●●￣￣･￣￣￣●■￣●●●－｡￣￣￣●●■■－－－－－－■￣■■●－－■￣⑤●‐-●●●－の●｡｡●●－－

17．うまくできなかった時，何が悪いのかよく考えます。
14．できないところだけ，集中的に練習します。

20．うまい人の泳ぎを思い浮かべながら練習します。

19．納得がいくまで何回も練習します。

9．どんな練習をしたらよいかわかりません。
18．何も考えずに練習します。

21．友達に補助してもらいます。

16．簡単なものから||頂に練習します。

23．うまくできないところを意識しながら練習します。

４
５
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５
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８
２
９
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６
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２
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５
３
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４
４
６
６
５
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５
４
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９
７
９
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８
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５
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４
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４
５
４

０
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０
０
０
０
０
０
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0.5811

0.5604

0.5300

0.4026

0.5867

0.5144

0.4463

0.6472

0.5371

0.8239

0.5693

0.4489

0.6093

寄与率（％） 29.0 8.7 7.4 5.1 4.8 4.4 4.0

累積寄与率（％） 29.0 37.8 45.1 50.2 55.0 59.4 63.4



の寄与率は19.9％であり，累積寄与率は57.2％

であった。また，バリマックス回転後の因子負

荷量は，第１因子の５項目の範囲が0.6423～

0.7653であり，第２因子の１項目は0.9216であっ

た。

要因との関係を見るために，相関分析を行った。

表６がその結果である。水泳に対する自己効力

感および運動一般の自己効力感とは，第６因子

を除き，５因子とも有意な正の相関を示してい

る。このことは，事前においては水泳や運動に

効力感の高いものは，いろいろな方略を使うこ

とに積極的に関わる傾向が見られる。従来の研

究でも自己効力感は，学習方略と有意な関係が

見られており（Zimmerman,ＢＪ.,＆Martinez‐

PonsM1990，伊藤1996)，本研究も同様に支

持する結果であった。

２）相関分析による学習方略と関連要因との

関係

（１）事前データによる学習方略と関連要因

との関係

ここでは，授業が始まる前の学習方略と関連

表６．事前の学習方略因子と関連要因との相関

注)第１因子＝めあて学習方略，第２因子＝感覚情報方略，第３因子＝補助情報方略

第４因子＝分習方略，第５因子＝集中方略，第６因子＝他者依存方略

…p＜0.01.p＜0.05

得意度と泳力（クロール，平泳ぎ）は，第６

因子の他者依存方略と負の有意な相関を示して

おり，水泳が得意で上手な者は，他者依存的方

略は使わないという，はっきりした関係が見ら

れた。水泳の好き嫌いは，第２因子の運動感覚

情報方略，第５因子の集中方略と関係を示して

いる。即ち，水泳が好きな者は，多様な運動感

覚情報を活用し，集中した練習を行う傾向があ

ると考える。このことも非常に分かり易い関係

であり，学習前の意識がよく出ているものと思

われる。反対に，パフォーマンスとしての泳力

との間には第３因子を除き，有意な正の関係は

見られなかった。

（２）事後データによる学習方略と関連要因

との関係

ここでは，実際の授業において活用した学習

方略と関連要因について相関分析することで学

習方略の特性をさらに把握する。

分析に用いた変数は関連要因として，事前調

査の水泳自己効力感，運動一般自己効力感，得

意度，好き嫌い，泳力（クロール，平泳ぎ），

それに事後の取り組み方と達成感である。学習

方略の６因子は事後調査のデータが用いられた。

その理由は，水泳を学習する時どのような方略

を使いますかではなく，今回の授業でどのよう

な方略を使ったか，であるからである。分析の

結果，水泳に対する好き嫌いと運動一般の自己

－２４－

項目
事前の学習方略注）

第１因子第２因子第３因子第４因子第５因子第６因子

事
一
別

水泳効力感

運動効力感

得意度

好き嫌い

クロール

平泳ぎ

0.261

0.297

＊＊

＊＊

0.388

０３１９

0２３４

＊＊

＊＊

巾＊

0.216。0.421

0274
＊＊

0２５８

＊＊

＊＊

0388

０２９７

０２３３

＊＊

＊＊

＊＊

-0.300

0.177＊‐0.264

-0.235

＊＊

＊＊

＊＊



表７．事後の学習方略因子と関連要因との相関

注)第１因子＝めあて学習方略，第２因子＝感覚情報方略，第３因子＝補助情報方略

第４因子＝分習方略，第５因子＝集中方略，第６因子＝他者依存方略

“p＜０．０１．p＜０．０５

効力感は，どの因子とも有意な相関を見いだす

ことができなかった。即ち，水泳に対する好嫌

と運動一般の自己効力感は水泳の学習方略との

結びつきを見いだすことは出来なかった。過去

の自己調整学習方略に関する研究で用いられて

いる尺度は，本研究の事前調査と同様に現在形

の表現が用いれている（例えば，Pintrich＆

DeGroot（1990）およびZimmerman＆Martinez‐

Pones（1990）らの尺度に基づき作成した速水

(1993)，速水の尺度を－部修正して用いた谷島。

新井（1996)，独自に作成している堀野。市川

(1997）の尺度））である。

第１因子の「めあて学習方略」は，達成感，

取り組みと正の相関が見られている。このこと

は，自主的・自発的に練習計画を立て，練習の

内容・方法について反省し，目標を立てるよう

な「めあて学習」を行ったことと取り組み。達

成感とは有意に関連性があり，めあて学習が充

分行われたことを示している。授業の概要とあ

わせて解釈すると，教授方略としての「めあて

学習」が徹底しており，その反映と見られる。

第１因子と泳力との間に，有意な相関を見るこ

とができなかったが，基本統計量の分析で，泳

力，効力感，好き嫌いが有意に向上したことと

合わせると，めあて学習方略が直接的に泳力な

どに影響を与えなくとも，間接的に影響し，取

り組み，達成感となって現れ，めあて学習の意

図したことは達成されているものと思われる。

第２因子の「運動感覚情報方略」は，一般的

に運動学習指導においては反応強制法，反応制

限法と呼ばれるものである。具体的に水泳指導

に即して言えば「ビート板」などを用いて行わ

れる。そして，「手引き指導」に代表されるよ

うに，運動感覚的指導は初心者段階で用いられ

ることが多く，今回の調査でも得意度，泳力と

負の相関を示していることからもそのことが伺

える。しかし，取り組み，達成感と正の相関を

示したことは，この方略の特徴であるプリセレ

クション効果（preselectioneffect）の現れで

あると考える。このことを簡単に言えば，外か

ら強制された動きよりも，自分自身で決めた動

きの方がよく保持されると言う現象であり（工

藤1997），自主的・自発的学習効果の現れと

見なすことができよう。

第３因子，第４因子は，どの項目とも関連性

を見いだすことができなかった。第３因子に関

して言えば，他の教科のように予習・復習が必

要としないこと，過去のスイミングスクール経

－２５－

項目
事後の学習方略注）

第１因子第２因子第３因子第４因子第５因子第６因子

事
一
別

水泳効力感

運動一般効力

得意度

好き嫌い

クロール

平泳ぎ

-0.236

-0.236

-0.225

＊＊

＊＊

中本

-0.268
＊＊

-0.197

-0.203

＊

＊

事
後 取り組み

達成感

0.311

0.361

＊＊

＊＊

0.297

0.284

＊＊

中本

0.216竃-0.226
＊＊

0.222傘－０．１６８



験で，泳力がかなり上達していることなど，す

でに水泳に関する知識をもっていることに起因

するとものと思われる。第４因子も同様に，ク

ロール，平泳ぎの泳力の程度から分習方略がと

られなかったものと思われる。

第５因子の集中方略は，「納得がいくまで何

回も練習した」の項目のように，泳力が向上す

るためには重要な因子であり，係数は低いが取

り組みと達成に有意な正の相関が見られている。

第６因子は，表に見られるように，他の４項

目と負の相関を示していた。「他者依存方略」

は，自分ではっきりとした学習方略を持たずに，

水泳の授業だから泳いでいる，友達が泳いでい

るから，先生が泳ぎなさいと言うので泳ぐ，と

言う状態を想定し作成した項目である。学習方

略としてこの種の方略が見られる学習者には，

教師の適切な指導が必要と考える。

表６と表７を比較してみると，関連要因は同

じであるが学習方略が事前であるか事後である

かによって相関に大きな違いが見られた。この

ような結果の要因として考えられることは，事

前の学習方略が「あなたは，水泳が上手くなる

ためにどのようなやり方で練習しますか」と聞

いているのに対して，事後の学習方略は「今回

の授業で水泳が上手になるためにどのような方

法を用いましたか」と聞いており，前者がこれ

からの期待や願望が込められているのに対して，

後者は今回の授業に限定したことにある。即ち，

授業という傘をかぶる以前においては，学習方

略と自己効力感とは正の相関が見られるが，授

業という傘をかぶると自己効力感の程度とは無

関係に学習方略が展開されたものと思われる。

表８は，授業前と授業後の学習方略の変化を，

対応のあるｔ検定により示したものである。め

あて学習方略は事前.事後に変化が見られない

が，他の５因子は総じて有意に低下している。

めあて学習方略は調査校の継続的な実践効果と

受けとめられ，また，他者依存方略が低下して

いることは教授方略の有効な働きがあったもの

と解釈される。一方，他の４因子の低下は，実

際の授業という学習場面において，多くの学習

表８学習方略の事前。事後における平均値比較

学習方略因子事前事後ｔ値

…p＜00.01.p＜0.05

方略が使われているということよりも，むしろ

少数の限定された方略が使われていることを示

しているものと思われる。このことは，時間数

や学習段階から考えて，新しい技能の習得とい

うよりは，これまで学習した技能の定着に重点

が置かれ，そのための学習方略が用いられたた

めと思われる。

Ⅳ．まとめと今後の課題

女子中学生の水泳の授業を通して，運動学習

における学習方略の因子構造を明らかにするこ

とを主たる目的に調査を行った。その結果，６

因子を抽出し，１）めあて学習方略，２）運動

感覚情報方略，３）補助情報方略，４）分習方

略，５）集中方略，６）他者依存方略と命名し

た。相関分析の結果，「めあて学習方略」と取

り組み，達成感との間に有意な正の関係を見い

だすことができた。得られた６因子について再

度因子分析を行った結果，２因子が抽出され，

自己調整的方略と他者依存的方略と命名された。

この２因子は，「めあて学習」との関わりで重

要である。とりわけ，他者依存的方略は従来の

研究で見られない因子であり，体育学習やスポー

ツ学習において重要な因子と考える。また，関

連要因との相関分析では，学習の事前と事後に

おいて，学習方略との間に異なった結果が認め

らたことは，方略研究に新たな道を与えてくれ

たと考える。すなわち，本調査を基に，再度調

査項目の精選を行い，運動学習が，過去に学習

－２６－

学習方略因子 事前 事後 ｔ値

めあて学習方略

運動感覚情報方略
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した技能をもとに新たな学習方略を行うことや，

環境条件によっても異なることが想定されこと

から，パス解析による時系列的な研究も必要と

思われる。今後の研究課題としたい。

６）工藤孝幾：運動感覚的指導（松田岩男・杉
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教育心理学教室卒業論文１９９５．

８）松田岩男：体育心理学大修館書店１９７９．
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10）谷島弘二。新井邦二郎：クラスの動機づけ
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学習方略および達成不安に及ぼす影響教

育心理学研究４４１９９６ｐ332-339.

11）辰野千壽：学習方略の心理学―賢い学習者
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